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一　

独
歩
と
児
童
文
学
と
の
関
わ
り　

―
伝
記
文
学
を
中
心
に
ー

　

国
木
田
独
歩
（
一
八
七
二
・
七
～
一
九
〇
八
・
六
）
は
自
然
主
義
作
家
と
し
て
多
く
の
短
編
小
説
を
残
し
た
が
、
彼
の
小
説
に
は
、
少
年

少
女
を
描
い
た
作
品
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
特
質
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
少
年
時
代
を
山
口
で
過
ご
し
た
自
身
の
体
験

や
大
分
佐
伯
で
の
教
育
時
代
に
見
聞
し
た
出
来
事
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
独
歩
文
学
の
中
で
も
一
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成

し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
小
山
内
薫
は
、「
故
独
歩
の
作
風
に
就
て
」（『
新
潮
』
国
木
田
独
歩
追
悼
号　

一
九
〇
八
・
七
）
に
お
い
て
、

独
歩
の
作
風
に
つ
い
て
、「
自
然
を
書
い
た
も
の
」「
恋
愛
及
び
夫
婦
問
題
を
書
い
た
も
の
」「
宗
教
問
題
及
び
運
命
を
解
い
た
も
の
」「
少

年
時
代
の
追
想
」「
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ア
、
ス
ケ
ッ
チ
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
」
の
五
つ
に
分
類
し
て
お
り
、「
少
年
時
代
の
追
想
」
を
描
い
た
代

表
作
と
し
て
、「
少
年
の
悲
哀
」「
春
の
鳥
」「
馬
上
の
友
」「
画
の
悲
し
み
」「
日
の
出
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

児
童
文
学
研
究
者
の
桑
原
三
郎
は
、
「
国
木
田
独
歩
と
『
春
の
鳥
』
」
（
『
諭
吉　

小
波　

未
明
―
明
治
の
児
童
文
学
―
』　

慶
応
通
信

　

一
九
七
五
・
一
〇
）
の
中
で
、「
春
の
鳥
」
や
「
画
の
悲
し
み
」
と
い
っ
た
作
品
が
、「
人
々
に
少
年
の
心
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
に
柔
ら

　
  

国
木
田
独
歩
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少
年
小
説
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か
で
美
し
い
も
の
か
を
伝
え
る
の
に
役
立
っ
た
」
と
し
、「
少
年
文
学
の
先
駆
者
と
し
て
独
歩
を
挙
げ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
大
き
な
間
違
い

で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
田
清
人
は
、「
国
木
田
独
歩
―
少
年
を
描
い
た
作
品
を
中
心
に
―
」（『
児
童
文
学
・
研
究
と
創

作
』　

明
治
書
院　

一
九
七
六
・
一
〇
）
に
お
い
て
、「
登
場
人
物
の
年
少
時
を
取
り
扱
っ
た
も
の
、
或
い
は
、
そ
う
し
た
人
物
を
併
せ
て
登

場
さ
せ
た
」
小
説
と
し
て
一
七
編
を
挙
げ
、「
全
小
説
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
及
ぶ
ほ
ど
、独
歩
の
年
少
者
に
対
す
る
関
心
は
強
い
」
と
し
、

「
少
年
の
悲
哀
」「
春
の
島
」
の
他
に
、「
二
少
女
」「
河
霧
」「
鹿
狩
」「
非
凡
な
る
凡
人
」「
山
の
力
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
福

田
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
、〈
友
情
を
取
り
扱
っ
た
も
の
〉（「
二
少
女
」「
画
の
悲
し
み
」「
馬
上
の
友
」「
非
凡
な
る
凡
人
」「
山
の
力
」）、〈
大

人
と
少
年
と
の
関
係
〉（「
た
き
火
」「
源
お
ぢ
」「
火
ふ
き
竹
」「
河
霧
」「
少
年
の
悲
哀
」「
鹿
狩
」「
初
恋
」）、〈
教
師
と
少
年
と
の
関
係
〉（「
日

の
出
」「
春
の
鳥
」「
肱
の
侮
辱
」「
波
の
音
」「
泣
き
笑
ひ
」）
と
い
う
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
て
い
る
。

　

近
代
日
本
の
児
童
文
学
で
は
、
巌
谷
小
波
が
「
文
壇
の
少
年
家
」
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
、
そ
の
作
中
に
多
く
の
少
年
少
女
を
登
場
さ
せ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
小
波
は
幼
童
を
対
象
と
し
た
作
風
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
独
歩
の
場
合
は
年
長
者
を
対
象
と
し
、
大
人
や
教
師

な
ど
の
人
間
関
係
の
中
で
、
現
実
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
す
る
少
年
少
女
の
精
神
的
成
長
を
描
い
た
点
に
特
質
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
少
年
少
女
の
自
立
の
物
語
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
学
問
に
よ
り
一
身
独
立
し
て
立
身
出
世
を
目
指
す

と
い
う
明
治
期
の
社
会
的
な
要
請
の
も
と
、
日
本
の
近
代
小
説
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
少
年
少
女
を

対
象
と
し
た
場
合
は
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
教
育
観
や
人
格
形
成
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
独
歩
の
少
年
小
説
は
、

立
志
を
抱
き
社
会
の
有
為
の
人
と
な
る
べ
く
忍
耐
努
力
し
、
時
に
は
そ
の
道
か
ら
挫
折
し
て
、
社
会
の
不
条
理
さ
や
人
生
の
不
可
思
議
さ

を
描
出
し
た
点
で
、
明
治
文
学
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
『
西
国
立
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志
編
』
を
愛
読
し
た
友
人
の
人
生
を
描
い
た
「
非
凡
な
る
凡
人
」
は
そ
の
代
表
格
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、「
馬
上
の
友
」
で
は
、

貸
馬
屋
の
少
年
が
愛
読
す
る
書
物
と
し
て
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』
や
ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ヌ
の
『
海
底
旅
行
』『
源
平
盛
衰
記
』『
三
国
志
』

が
登
場
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
冒
険
・
空
想
科
学
小
説
が
、
明
治
期
の
少
年
の
想
像
力
の
源
泉
と
な
り
少
年
の
立
志
に
果
た
し
た
役
割
も

見
逃
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
木
田
独
歩
の
児
童
文
学
関
連
作
品
は
小
説
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
独
歩
は
小
説
家
と
し
て
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
以
前
の

一
八
九
五
（
明
治
二
八
年
）
末
か
ら
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
、徳
富
蘇
峰
の
民
友
社
の
依
頼
で
、『
少
年
伝
記
叢
書
』（
全

八
冊
）
の
執
筆
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』（
一
八
九
五
・
一
〇
・
二
八
）
の
中
で
、「
民
友
社
の
小

冊
子
を
書
き
以
て
衣
食
す
る
こ
と
に
定
ま
り
た
り
。
／　

少
年
伝
記
叢
書
と
題
す
。
徳
富
氏
と
数
回
の
相
談
を
遂
げ
た
る
結
果
な
り
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
中
島
健
蔵
は
、「
少
年
伝
記
叢
書
は
、
彼
の
抱
負
か
ら
い
へ
ば
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
企
画
で
は
な

か
つ
た
が
、
け
つ
し
て
的
外
れ
な
仕
事
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
生
活
上
の
必
要
と
、
彼
の
理
想
と
が
、
こ
の
叢
書
の
中
に
織
り

込
ま
れ
て
行
つ
た

（
１
）

」
と
述
べ
て
お
り
、
小
説
家
と
し
て
身
を
立
て
る
決
心
が
定
ま
ら
な
い
時
期
に
、
私
生
活
で
は
佐
々
城
信
子
と
の
恋
愛
、

結
婚
、
破
綻
と
い
う
波
乱
が
続
き
、
衣
食
の
た
め
と
は
言
い
な
が
ら
、
独
歩
は
全
八
冊
の
叢
書
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。　

　

明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
日
本
の
児
童
文
学
の
揺
籃
期
と
も
言
え
る
時
代
だ
が
、
こ
の
時
期
に
は
文
学
者
の
手
に

よ
る
少
年
向
け
の
伝
記
や
歴
史
読
み
物
が
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
開
化
思
想
国
家
の
有
為
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
ま
た
、

教
育
勅
語
の
理
念
に
よ
る
父
母
へ
の
忠
孝
や
礼
節
と
い
っ
た
道
徳
観
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代
に
立
身
出
世
を
促
し
て
い
こ
う
と
す
る
国
家
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的
思
想
に
基
づ
い
た
風
潮
が
影
響
し
て
い
る
。
日
本
や
世
界
の
偉
人
伝
記
の
紹
介
は
、
こ
う
し
た
青
少
年
に
対
す
る
啓
蒙
的
な
意
味
合
い

を
持
っ
て
お
り
、『
学
問
の
す
す
め
』『
西
国
立
志
編
』
な
ど
の
開
化
期
の
啓
蒙
書
と
と
も
に
、
学
校
の
修
身
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、

多
く
の
若
者
の
志
を
刺
激
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、博
文
館
が
刊
行
し
た
叢
書『
少
年
文
学
』『
家
庭
教
育
歴
史
読
本
』『
日
本
歴
史
譚
』『
世

界
歴
史
譚
』
な
ど
が
好
評
を
博
し
、
こ
れ
に
独
歩
が
関
わ
っ
た
民
友
社
の
『
少
年
伝
記
叢
書
』
が
続
く
形
と
な
っ
た
。
他
に
文
学
者
が
執

筆
し
た
も
の
と
し
て
、幸
田
露
伴
の
『
二
宮
尊
徳
翁
』（『
少
年
文
学
』
第
七
編　

一
八
九
一
・
一
〇
）、高
山
樗
牛
の
『
釈
迦
』（『
世
界
歴
史
譚
』

第
一
編　

一
八
九
九
・
三
）、
上
田
敏
『
耶
蘇
』（『
世
界
歴
史
譚
』　

一
八
九
九
・
四
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
博
文
館
の
伝
記
・

歴
史
シ
リ
ー
ズ
の
後
発
と
し
て
、
徳
富
蘇
峰
の
民
友
社
が
、『
少
年
伝
記
叢
書
』
を
企
画
し
、
蘇
峰
の
紹
介
依
頼
も
あ
っ
て
独
歩
が
そ
の
執

筆
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
『
少
年
伝
記
叢
書
』
の
内
容
を
刊
行
順
に
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
少
壮
時
代
』（
一
八
九
六
・
一
）
を

第
一
巻
と
し
て
、
第
二
巻
は
『
両
ケ
ト
ー
』（
同
二
月
）、
第
三
巻
は
『
リ
ン
コ
ル
ン
』（
同
五
月
）
と
続
き
、
号
外
と
し
て
『
吉
田
松
陰
文
』

（
同
六
月
）、『
横
井
小
楠
文
』（
同
七
月
）
を
刊
行
し
、第
四
巻
『
ネ
ル
ソ
ン
』（
同
一
〇
月
）、第
五
巻
『
子
ル
ソ
ン　

下
巻
』（
一
八
九
七
・
二
）、

号
外
『
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
』（
同
二
月
）
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。『
欺
か
ざ
る
の
記
』（
一
八
九
六
・
一
・
二
四
）
の
記
述
に
は
、「
本
日
『
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
少
壮
時
代
』
製
本
の
上
到
着
す
。
吾
が
文
字
一
部
の
書
と
な
り
た
る
は
是
が
始
め
て
な
り
。」
と
あ
り
、
自
分
の
著
作
が
始
め

て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
へ
の
喜
び
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
実
際
は
、
す
べ
て
無
著
名
で
の
刊
行
で
あ
り
、
発
表
当
時
、
独
歩
の
著
作
で
あ

る
と
い
う
事
実
は
民
友
社
な
ど
一
部
の
関
係
者
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
叢
書
執
筆
当
時
は
、
佐
々
城
信
子
と

の
恋
愛
関
係
の
た
だ
中
に
あ
り
、
そ
の
後
の
信
子
と
の
結
婚
生
活
と
い
う
実
際
的
な
問
題
も
あ
っ
て
の
執
筆
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
当
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時
の
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
独
歩
に
と
っ
て
、
少
年
伝
記
叢
書
執
筆
は
、
単
に
経
済
的
必
要
に
迫
ら
れ
た
衣
食
の

た
め
の
仕
事
で
は
な
く
、「
独
歩
の
内
面
的
な
閲
歴
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た

（
２
）

」（
中
島
健
蔵
）
文
学
的
営
為
の
一
つ
と
し
て
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
八
九
六
年
三
月
一
三
日
の
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
に
は
、「
研
究
す
べ
き
は
人
と
自
然
な
り
。」
と
し
て
、
伝
記
者
の
「
私
生

活
と
公
生
涯
」
と
は
「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
に
非
ず
ん
ば
調
和
せ
ず
。
野
心
深
く
て
は
調
和
せ
ず
、
誠
実
な
ら
で
は
調
和
せ
ず
。
私
生
涯
に
於

て
独
立
の
人
、
講
習
の
前
に
於
て
信
用
の
人
、
乃
ち
始
め
て
大
な
る
調
和
な
り
。」
と
の
考
え
を
開
陳
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
一
九

日
に
は
、「
わ
れ
は
リ
ン
コ
ル
ン
を
慕
ふ
。
／　

茅
屋
の
民
に
も
美
は
し
き
品
性
の
人
あ
り
。
無
学
の
人
に
も
高
尚
の
品
性
宿
る
あ
り
。
／

　

品
性
は
半
ば
遺
伝
な
れ
ど
も
、
ま
た
之
を
養
ふ
べ
し
。
徳
性
を
涵
養
し
、
気
質
を
変
化
す
る
は
此
の
事
な
り
。
さ
れ
ど
こ
れ
抑
も
末
の
み
。

信
仰
の
火
を
以
て
焼
き
つ
く
す
に
如
か
ず
。」
と
綴
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
「
誠
実
」「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
」「
品
性
」
と
い
っ
た
言
葉

は
、
独
歩
の
少
年
小
説
に
限
ら
ず
、
独
歩
文
学
の
全
体
像
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
独
歩
は
少

年
伝
記
叢
書
執
筆
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
や
リ
ン
コ
ル
ン
な
ど
の
人
間
観
や
精
神
面
に
自
身
の
精
神
性
に
つ
な
が
る
部
分
を
看
取
し

て
、
そ
れ
ら
を
血
肉
と
し
な
が
ら
小
説
家
と
し
て
の
自
己
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

試
み
に
そ
の
一
端
を
、『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
少
壮
時
代
』
に
見
て
み
た
い
。
一
七
歳
の
と
き
に
ボ
ス
ト
ン
を
家
出
同
然
に
飛
び
出
し
た
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
印
刷
所
を
起
こ
し
て
成
功
を
収
め
た
人
物
で
あ
り
、
自
身
の
半
生
を
綴

っ
た
自
叙
伝
は
人
口
に
膾
灸
し
て
い
る
。
特
に
有
名
な
の
は
、「
節
制
・
沈
黙
・
規
律
・
決
断
・
倹
約
・
力
作
・
真
実
・
正
義
・
中
庸
・
清
浄
・

寧
静
・
貞
節
・
謙
遜
」
と
い
う
一
三
の
徳
目
を
自
身
の
慣
習
と
し
て
課
し
、
そ
の
徳
目
を
実
行
す
る
こ
と
が
成
功
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
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フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
精
神
性
で
あ
る
。
独
歩
は
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
少
壮
時
代
』
の
「
結
論
」
部
分
で
、
彼
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　　

 　

意
思
の
力
強
く
、
情
に
由
て
軽
挙
せ
ず
、
物
を
解
す
る
敏
活
、
事
を
決
す
る
確
的
、
想
像
速
く
走
れ
ば
曾
て
地
を
放
れ
て
浮
こ
と
な
し
。

さ
れ
ば
常
に
虚
栄
の
上
に
立
ち
、
我
儘
の
情
に
駆
ら
る
ゝ
な
く
、
真
一
文
字
に
其
目
的
を
追
て
且
つ
暫
時
も
挫
折
倦
憊
せ
ず
、
堅
忍
不
抜
、

遂
に
功
を
収
め
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。

　

 　

自
家
の
業
を
建
つ
る
時
も
、
公
共
の
利
を
起
こ
す
時
も
、
必
ず
準
備
あ
り
、
設
計
あ
り
、
手
段
あ
り
、
周
到
な
る
注
意
あ
り
、
而
し

て
其
空
名
を
避
け
て
実
効
を
収
む
。　

　

 　

吾
人
は
彼
れ
に
於
て
人
間
の
社
会
に
立
つ
私
生
活
と
公
生
涯
と
の
心
地
よ
き
調
和
を
見
る
也
。
一
私
人
と
し
て
は
独
立
、
自
信
、
勤
勉
、

力
作
、
節
倹
の
人
た
り
。
公
人
と
し
て
は
義
務
に
厚
く
親
切
に
し
て
綿
密
、
真
義
に
し
て
忠
実
、
進
ん
で
位
を
求
め
し
こ
と
な
く
、
隠

れ
て
責
任
を
避
け
し
こ
と
な
し
。

　

こ
こ
で
独
歩
が
挙
げ
た
、「
独
立
、
自
信
、
勤
勉
、
力
作
、
節
倹
」
に
よ
る
徳
目
に
基
づ
く
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
精
神
性
は
、『
西
国
立
志
編
』

で
説
か
れ
た
よ
う
な
「
勤
勉
忍
耐
」
な
ど
の
自
制
的
な
徳
目
に
よ
っ
て
一
身
独
立
を
目
指
す
精
神
性
と
も
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
立
身
出

世
を
掲
げ
る
明
治
期
の
青
年
達
に
共
有
さ
れ
て
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
こ
の
徳
目
の
達
成
の
た
め
に
必
要

と
な
る
、
効
果
的
な
時
間
の
使
い
方
を
定
め
た
時
間
割
表
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
作
成
し
て
自
己
反
省
の
材
料
と
し
た
の
だ
が
、
独
歩
自
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身
も
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
倣
っ
て
、
こ
の
徳
目
を
逗
子
で
の
生
活
に
応
用
し
て
お
り
、
自
ら
の
精
神
的
な
根
幹
部
分
と
共
鳴
し
合
う
内
容
が

少
年
伝
記
叢
書
の
記
述
に
は
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
に
お
け
る
、『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
少
壮
時
代
』
に
つ
い
て
の
独
歩
自
身
の
記
述
を
拾
っ
て
み
た
い
。

　　

 

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
宗
教
的
直
感
を
有
せ
ず
。
常
識
的
推
理
と
世
間
的
剛
勇
と
商
估
的
計
算
と
市
民
的
道
徳
と
を
有
す
る
人
な
り
。
宗
教

的
天
才
を
以
て
世
を
清
め
人
の
血
を
熟
す
る
こ
と
は
其
の
能
に
非
ず
。
彼
は
市
人
の
大
模
範
な
り
。（
一
八
九
五
・
一
二
・
五
）

　　

 

旧
訳
的
に
天
地
人
生
を
見
る
べ
き
か
、
新
訳
的
に
見
る
可
き
か
。
は
た
カ
ー
ラ
イ
ル
的
に
見
る
可
き
か
、
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ウ
ォ
ー
ス
的
に

見
る
可
き
か
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
的
に
見
る
可
き
か
。
西
国
立
志
編
的
に
見
る
可
き
か
。

　

兎
に
も
角
に
も
熱
心
に
見
よ
。
確
信
の
上
に
立
て
。

　

人
に
対
し
事
に
対
し
、
自
然
に
対
し
神
に
対
し
、
将
に
忍
耐
に
し
て
誠
実
に
、
剛
毅
に
し
て
大
胆
な
る
べ
し
。

　

忍
耐
と
勤
勉
と
熟
慮
と
謹
慎
と
は
、
成
功
に
達
し
、
真
理
に
入
り
、
希
望
を
与
へ
、
天
職
を
完
か
ら
し
む
。（
一
八
九
五
・
一
二
・
五
）

　

少
年
伝
記
叢
書
第
一
巻
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
少
壮
の
時
代
を
脱
稿
し
た
り
。

　

凡
て
の
最
初
は
此
の
身
を
天
地
の
間
に
見
出
す
に
在
り
。
説
教
、教
育
の
最
初
は
人
を
し
て
其
の
身
を
天
地
間
に
見
出
さ
し
む
る
に
在
り
。

　

人
を
し
て
伝
説
、
習
慣
、
地
上
の
衣
を
脱
せ
し
む
る
に
在
り
。
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善
を
な
せ
よ
と
言
は
ず
、
寧
ろ
吾
が
生
命
其
の
物
は
実
に
不
可
思
議
極
ま
る
も
の
な
り
と
説
く
べ
し
。（
一
八
九
五
・
一
二
・
二
八
）

　

こ
う
し
た
「
勤
勉
忍
耐
」
に
よ
る
一
身
独
立
と
い
う
伝
記
記
述
の
方
法
は
、『
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
リ
ン
コ
ル
ン
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
で
山
林
労
働
に
従
事
す
る
父
を
助
け
て
い
た
幼
少
期
の
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
」
は
、
勉
学
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
く
て
も
、「
勉
学

の
念
は
暫
時
も
其
心
を
離
れ
ず
」、「
師
よ
り
受
け
た
る
僅
か
計
り
の
課
業
を
繰
り
返
し
く
練
習
し
て
其
心
を
満
足
せ
し
め
し
な
り
」
と
し
、

一
九
歳
の
時
に
、
節
制
勤
勉
に
よ
る
「
独
学
の
効
」
あ
っ
て
「
禁
酒
論
」「
政
治
上
の
論
」
の
二
編
の
論
文
掲
載
に
至
り
、「
更
ら
に
荒
き

広
き
深
き
面
白
ろ
き
此
世
の
波
濤
」
に
乗
り
出
す
と
い
う
成
長
過
程
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
忍
耐
」「
節
制
」「
勤
勉
」
に
よ
り
少

年
を
導
く
教
訓
的
な
記
述
方
法
は
、
い
わ
ば
伝
記
文
学
の
常
套
手
段
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
本
書
の
結
部
で
「
聖
書
は
神
が
人
間
に
賜

ひ
し
者
の
中
、
最
善
の
恩
賜
な
り
。
世
界
の
救
主
よ
り
来
る
善
事
は
悉
く
此
書
に
由
り
て
吾
等
に
通
ず
。(

略)　

余
は
真
実
此
贈
物
を
感
謝

す
。」
と
い
う
聖
書
に
よ
る
救
済
観
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
坂
本
浩
は
、
私
生
活
で
の
信
子
と
の
離
婚
問
題
と
い
う
「
現

実
的
な
問
題
の
処
理
を
迫
ら
れ
、
ク
リ
ス
ト
教
的
な
救
い
を
求
め
る
気
持
ち
が
動
い
た
の
だ
ろ
う

（
３
）

」
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
伝
記
に
お
け

る
人
物
観
と
現
実
問
題
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。

　

こ
こ
で
、『
少
年
伝
記
叢
書
』
に
対
す
る
当
時
の
批
評
文
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　

『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
少
壮
時
代
』

　

「 

少
年
立
志
の
栞
と
な
す
に
足
る
」（『
早
稲
田
文
芸
』
評
）
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「
空
論
に
馳
せ
て
実
務
を
忘
却
せ
ん
と
す
る
今
日
の
少
年
を
益
す
る
こ
と
尠
か
ら
ざ
る
べ
し
」（『
福
音
新
報
』
評
）

　

『
両
ケ
ト
ー
』

　

「 

薄
志
弱
行
の
徒
多
き
世
の
中
に
斯
る
志
操
堅
固
の
偉
人
を
紹
介
す
る
は
世
道
人
心
に
裨
益
す
る
こ
と
少
な
し
と
せ
ず
殊
に
少
年
師
弟
の

為
め
に
は
一
種
の
立
志
伝
な
ら
ん
歟
。」（『
読
売
』
評
）

　

『
リ
ン
コ
ル
ン
』

　

「 

本
書
は
主
と
し
て
其
幼
年
よ
り
青
年
に
至
り
、
苦
学
よ
り
立
身
に
至
る
ま
で
を
詳
記
し
た
れ
ば
、
少
壮
者
に
は
殊
に
面
白
く
読
ま
る
々

こ
と
々
信
ず
。」

　

「 

寒
貧
の
一
少
年
か
如
何
に
し
て
大
統
領
と
な
る
に
至
り
し
か
は
、
少
年
の
よ
み
も
の
と
し
て
興
味
を
与
ふ
る
者
な
る
べ
し
。
行
文
平
易

に
し
て
少
年
伝
記
の
名
に
負
か
ず
」（『
青
年
文
』
評
）

　

以
上
、
総
合
的
に
み
て
み
る
と
、
本
叢
書
は
少
年
向
け
伝
記
と
し
て
の
文
章
の
平
易
さ
と
と
も
に
、
立
志
を
抱
く
少
年
を
教
導
す
る
内

容
の
読
み
物
と
し
て
の
評
価
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
独
歩
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
少
年
伝
記
叢
書
』
の
執
筆
に
関
わ
る
中
で
、
こ
れ

ら
の
偉
人
の
精
神
性
を
自
ら
の
実
際
的
な
生
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
精
神
性
を
、
自
身
の
小
説
に
お

け
る
人
間
に
対
す
る
眼
差
し
や
人
生
を
観
察
・
分
析
す
る
視
点
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
独
歩
に
と
っ
て
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伝
記
文
学
執
筆
と
は
、
小
説
家
と
し
て
の
準
備
期
間
で
あ
り
、
ま
た
私
生
活
上
の
苦
楽
を
抱
え
た
時
期
で
あ
り
な
が
ら
も
、
後
の
少
年
小

説
へ
の
架
橋
と
な
る
べ
き
文
学
的
資
質
や
精
神
性
を
養
っ
て
い
っ
た
重
要
な
文
学
的
営
為
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

二　

少
年
少
女
へ
の
ま
な
ざ
し　

─
品
性
の
美
─

　

独
歩
の
習
作
時
代
の
小
品
に
、「
吾
が
知
る
少
女
の
事
を
記
す
」（
て
つ
ぷ
署
名　

『
家
庭
雑
誌
』
一
八
九
四
・
九
）
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

一
八
九
四
年
七
月
、
独
歩
は
佐
伯
の
鶴
谷
学
館
の
職
を
辞
し
、
山
口
県
柳
井
の
両
親
宅
に
約
一
か
月
滞
在
し
た
。
そ
の
少
し
前
に
は
、
柳

井
で
の
印
刷
所
経
営
計
画
の
話
が
頓
挫
し
、
鶴
谷
学
館
で
の
生
徒
の
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
に
よ
る
排
斥
運
動
な
ど
、
独
歩
に
と
っ
て
は
失
意

が
度
重
な
る
日
々
が
続
い
た
。
そ
ん
な
折
、
以
前
か
ら
の
知
人
で
あ
っ
た
麻
郷
村
の
吉
見
家
を
訪
問
し
、
吉
見
家
の
少
女
達
を
モ
デ
ル
に

こ
の
小
品
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。『
欺
か
ざ
る
の
記
』（
一
八
九
四
・
八
・
二
四
）
に
は
、「『
吾
が
知
る
少
女
の
事
を
記
す
』
て
ふ
文
を

草
す
。
家
庭
雑
誌
に
投
ぜ
ん
と
て
な
り
。
吉
見
春
嬢
の
事
を
記
し
た
る
も
の
也
。」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
吉
見
家
は
、
独
歩
が
柳
井
に

帰
省
す
る
際
に
は
必
ず
と
い
っ
て
も
い
い
程
に
訪
れ
た
場
所
で
あ
り
、「
帰
去
来
」「
少
年
の
悲
哀
」
な
ど
の
作
品
の
舞
台
に
も
登
場
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
独
歩
は
こ
の
時
期
、『
家
庭
雑
誌
』
の
雑
報
欄
に
「
家
庭
小
話
」
と
題
し
て
、
催
眠
・
育
児
・
調
理
な
ど
に
つ
い
て
の
文

章
を
記
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
関
わ
り
も
あ
っ
て
こ
の
小
品
を
執
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
作
品
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
、
作
家

的
背
景
を
知
る
た
め
で
な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
程
度
の
随
想
の
類
い
で
は
あ
る
が
、
少
年
少
女
に
対
す
る
独
歩
の
考
え
の
一

端
を
知
る
上
で
は
重
要
な
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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作
品
の
冒
頭
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　

 　

吾
が
知
る
家
に
三
人
の
少
女
あ
り
。
長
女
は
今
年
十
六
歳
、
次
女
は
十
二
歳
、
末
は
八
歳
。
今
茲こ

こ

に
記
さ
ん
と
思
ふ
は
次
女
が
事
な
り
。

次
女
名
を
春
と
云
ふ
。
性
は
之
を
か
く
し
置
か
ん
。

　

 　

た
ゞ
そ
れ
少
女
が
事
の
み
。
別
だ
ん
面
白
き
事
の
あ
る
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
此
の
少
女
、其
性
質
い
か
に
も
美
は
し
く
、逢
ふ
て
見
る
毎
に
、

語
る
毎
に
、
共
に
戯
る
ゝ
毎
に
、
い
た
く
吾
を
動
か
す
と
こ
ろ
あ
れ
ば
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
本
作
の
趣
意
は
、ひ
と
え
に
吉
見
春
嬢
の
性
質
を
映
し
だ
す
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て「
春
嬢
」に
は
、

「
高
貴
な
る
品
性
の
感
化
力
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
美
徳
は
「
我
等
の
口
と
筆
と
が
誌
し
、
目
と
耳
と
が
知
り
得
る
更
に
幾
売
倍
な
る

か
を
知
ら
」
ぬ
ほ
ど
だ
と
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
春
嬢
」
の
美
徳
の
本
質
は
、「
凡
て
の
様
子
甚
だ
静し

ず

か平
に
し
て
主
一
な
り
」「
小
児

は
兎
角
倦
み
易
け
れ
ど
も
此
少
女
は
倦
む
こ
と
な
し
」「
燈
火
に
石
版
を
運
び
、
独
り
筆
算
を
独
習
し
つ
ゝ
あ
り
」
と
、
沈
着
で
忍
耐
強
く

勤
勉
な
少
女
の
特
性
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
品
性
に
よ
る
美
徳
は
、『
少
年
伝
記
叢
書
』
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
や
リ
ン
コ
ル
ン
に
対

す
る
独
歩
の
人
間
評
と
も
通
底
す
る
。
す
な
わ
ち
、
忍
耐
・
勤
勉
・
節
倹
に
よ
る
人
間
形
成
こ
そ
が
、
人
間
の
「
誠
実
」「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
」

「
品
性
」
な
ど
の
美
徳
に
通
じ
る
と
い
っ
た
独
歩
の
人
間
観
・
人
生
観
で
あ
る
。

　

独
歩
は
、
自
ら
の
文
学
的
営
為
に
お
け
る
「
品
性
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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品
性
の
美
な
る
よ
り
美
な
る
は
な
く
。
品
性
の
美
は
、『
美
妙
』
の
感
化
に
よ
り
て
自
然
に
養
は
れ
た
る
も
の
よ
り
美
な
る
は
あ
ら
ず
。

　

（
略
）　

美
妙
を
感
ぜ
ざ
る
も
の
は
断
じ
て
品
性
の
高
尚
を
望
む
べ
か
ら
ず
。

　

凡
て
は
無
用
の
み
、
人
間
を
見
ん
と
欲
せ
ば
只
だ
品
性
を
見
よ
。

　

美
な
る
品
性
の
人
ほ
ど
幸
福
な
る
は
非
ず
。

　

余
は
音
楽
の
尤
も
人
間
品
性
を
高
む
る
も
の
な
る
を
信
ず
。

　

さ
れ
ど
美
妙
最
高
の
品
性
あ
る
人
物
を
描
き
出
し
た
る
文
学
を
以
て
尤
も
然
り
と
な
す
。

　

詩
人
は
最
高
品
性
の
権
化
な
れ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
欺
か
ざ
る
の
記
』　

一
八
九
四
・
四
・
七
）

　

つ
ま
り
、
独
歩
に
と
っ
て
の
「
品
性
の
美
」
と
は
、
自
身
の
文
学
的
営
為
の
根
源
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
詩
人
（
文
学
者
）
は

そ
れ
を
描
く
化
身
た
れ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
品
性
の
美
」
の
問
題
は
、
独
歩
文
学
全
体
を
貫
く
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
少
年
少
女
を

対
象
と
し
た
物
語
を
描
く
上
で
も
当
然
重
要
と
な
る
。
独
歩
は
、「
春
嬢
」
を
評
し
て
、「
決
し
て
地
上
の
も
の
に
非
ず
、
山
林
の
女
神
殊

に
朝
な

く
の
露
を
あ
つ
め
て
此
少
女
が
心
に
吹
き
込
み
し
な
ら
め
と
。
玲
瓏
と
し
て
玉
の
ご
と
く
清
し
。
少
し
も
虚
飾
と
い
ふ
を
知
ら
ず
、

野
の
百
合
花
の
如
く
自
然
そ
の
ま
ゝ
な
り
。
凡
て
の
小
児
は
悉
く
無
邪
気
な
り
、
さ
れ
ど
此
少
女
に
至
り
て
は
単
に
無
邪
気
と
い
は
ん
よ

り
も
、
一
種
の
口
に
も
言
ひ
難
き
品
性
を
そ
の
ふ
。」
と
し
て
、
そ
の
美
徳
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
独
歩
の
描
く
少
年
少
女
の
物

語
が
、
単
に
無
邪
気
さ
や
純
粋
さ
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
「
品
性
」
を
備
え
た
美
徳
の
持
ち
主
で
あ
る
と
い
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う
人
間
観
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

さ
ら
に
作
中
に
は
、「
春
嬢
」
と
い
う
身
近
な
少
女
の
精
神
的
な
成
長
を
見
届
け
る
視
点
だ
け
で
な
く
山
間
に
名
も
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と

咲
く
山
百
合
の
よ
う
に
、
人
知
れ
ず
成
長
を
と
げ
や
が
て
成
人
し
て
い
く
人
生
の
不
可
思
議
さ
を
伝
え
て
も
い
る
。
作
品
結
部
で
は
、「
此

少
女
今
は
山
間
寂
寞
の
境
に
生
長
し
つ
ゝ
あ
り
。
此
天
使
の
如
き
少
女
が
五
年
十
年
の
後
如
何
、
五
十
年
百
年
の
後
は
い
か
な
る
可
き
。」

と
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
後
の
「
武
蔵
野
」
や
「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」
で
描
か
れ
る
よ
う
な
、
独
歩
の
小
民
に
対
す
る
眼
差

し
に
よ
る
人
間
観
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。
坂
本
浩
は
、「
吾
が
知
る
少
女
の
事
を
記
す
」
に
つ
い
て
、
日
清
戦
争
が
勃
発
す
る

社
会
状
況
の
中
、
吉
見
春
嬢
の
品
性
の
純
真
さ
を
謳
い
あ
げ
る
中
に
、「
異
常
な
環
境
の
刺
激
を
受
け
て
浄
化
し
き
っ
た
独
歩
の
姿
を
見
る

の
で
あ
る

（
４
）

」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
作
品
が
単
な
る
感
傷
的
叙
述
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
独
歩
作
品
で
少
女
を
扱
っ
た
小
説
と
し
て
、「
二
少
女
」、「
指
輪
の
罰
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
二
少
女
」
は
、
一
八
九
八

年
七
月
の
『
国
民
の
友
』
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
、
第
四
短
編
集
『
濤
声
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
東
京
電
話
交
換
局
に
勤

務
す
る
交
換
手
の
二
人
の
少
女
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
物
語
は
、
両
親
を
病
で
失
っ
た
十
九
歳
の
交
換
手
「
お
秀
」
の
生
活
の
窮
状
が

中
心
に
語
ら
れ
る
。「
お
秀
」
は
、
交
換
手
の
傍
ら
針
仕
事
な
ど
を
し
て
幼
い
弟
妹
を
世
話
し
て
い
た
が
、
物
価
の
高
騰
も
あ
っ
て
生
計
を

支
え
る
の
が
困
難
と
な
り
、
や
む
な
く
交
換
手
の
仕
事
を
休
む
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
仲
の
良
い
同
僚
の
「
お
富
」
が
心
配

し
て
「
お
秀
」
の
元
を
訪
れ
る
。
こ
の
二
人
の
少
女
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
貧
し
く
と
も
妾
に
身
を
落
と
さ
ず
女
性
と
し
て
の
操
を
保

と
う
と
す
る
女
性
の
姿
を
客
観
的
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
独
歩
は
作
品
発
表
当
時
、
赤
坂
氷
川
町
に
居
住
し
て
い
て
、
作
品
の

舞
台
と
な
っ
た
琴
芝
町
周
辺
は
虎
ノ
門
に
も
近
い
場
所
に
あ
っ
た
。
物
語
は
、
琴
平
社
の
お
堀
端
を
歩
く
一
八
歳
の
女
性
電
話
交
換
手
「
お
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富
」
の
描
写
か
ら
始
ま
り
、
作
品
全
体
は
二
人
の
少
女
の
対
話
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
会
話
か
ら
二
少
女
の
性
格
が
浮
き
彫
り
に
な

る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
電
話
交
換
手
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
な
っ
て
登
場
し
た
職
業
で
あ
る
が
、
や
が
て
明
治
三
〇
年
代
に
な
る
と
女

性
の
職
業
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貧
し
く
と
も
女
性
と
し
て
の
品
性
を
保
ち
つ
つ
、
社
会
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も

必
死
に
生
き
る
二
人
の
少
女
の
姿
に
対
し
て
は
、「
さ
り
げ
な
い
な
か
に
哀
感
が
こ
も
っ
て
い
る

（
５
）

」
作
品
と
の
評
価
が
あ
る
。
特
に
、
幼
い

弟
妹
を
必
死
に
養
育
す
る
「
お
秀
」
が
、
貧
窮
生
活
に
喘
ぎ
な
が
ら
妾
に
身
を
落
と
す
こ
と
な
く
女
性
と
し
て
の
自
我
を
守
ろ
う
と
す
る

部
分
に
独
歩
の
女
性
へ
の
眼
差
し
の
本
質
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
作
に
登
場
す
る
少
女
は
い
ず
れ
も
一
八
、九
歳
の
女
性
で
あ
り
、
必
ず
し
も

少
年
少
女
を
対
象
と
し
た
目
的
で
書
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
困
難
な
環
境
に
耐
え
つ
つ
も
品
性
を
欠
か
さ
ず
に
生
き
る
女
性
の
姿
を

描
い
て
い
る
点
で
注
意
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
指
輪
の
罰
」（『
婦
人
界
』
一
九
〇
二
・
一
一
）
は
、
一
三
歳
の
二
人
の
少
女
が
登
場
す
る
作
品
で
あ
る
。
鎌
倉
の
別

荘
に
滞
在
す
る
「
夏
子
」
は
、「
未
だ
浮
世
の
風
い
か
ば
か
り
塩
辛
き
や
を
知
る
べ
き
道
理
」
を
わ
き
ま
え
ず
に
甘
や
か
さ
れ
て
育
て
ら
れ

て
き
た
。
近
所
の
別
荘
に
住
む
友
人
「
浪
子
」
は
、「
夏
子
」
が
「
金
剛
石
だ
い
や
も
ん
ど
の
指
輪
」
を
ね
だ
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
き
及
ぶ
と
、「
夏

子
」
が
浜
辺
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
間
に
密
か
に
、
自
分
の
「
真
珠
の
指
輪
」
を
嵌
め
て
あ
げ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
夏
子
」
に
嵌
め
た
真
珠
の

指
輪
は
容
易
に
は
ず
れ
な
い
。「
夏
子
」
は
、
夢
の
中
で
林
を
さ
ま
よ
う
う
ち
に
指
輪
を
拾
い
、
そ
れ
が
抜
け
な
く
な
っ
た
の
は
「
余
り
母

上
に
強
求
て
母
上
を
困
ら
し
た
」
た
め
で
あ
り
、「
此
指
輪
は
必き

っ

と定
神
様
が
罰
の
徴
に
あ
た
し
に
下
す
つ
た
」
も
の
で
あ
る
と
、
己
れ
の
わ

が
ま
ま
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

作
品
そ
の
も
の
は
、「
平
凡
で
稚
拙
な
少
女
小
説

（
６
）

」
と
評
さ
れ
、
わ
が
ま
ま
な
欲
求
（
我
欲
）
が
過
ぎ
る
と
天
罰
が
下
る
と
い
う
古
典
的



15

な
教
訓
を
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
二
人
の
少
女
が
互
い
を
思
い
や
る
友
情
の
絆
が
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
浪
子
は
、
夏

子
の
欲
す
る
指
輪
を
人
知
れ
ず
与
え
て
あ
げ
た
い
と
一
途
に
思
い
、
そ
の
親
切
心
へ
の
返
礼
と
し
て
夏
子
は
、
浪
子
の
父
親
の
外
国
土
産

で
あ
る
「
秘
蔵
の
バ
イ
オ
リ
ン
」
を
贈
る
。
二
人
の
少
女
が
互
い
を
思
い
合
う
心
の
あ
り
様
は
、「
楽
し
き
夢
に
入
り
た
ら
ん
ご
と
く
」、

夏
子
の
バ
イ
オ
リ
ン
と
浪
子
の
歌
声
と
の
調
和
の
場
面
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
語
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
二
人
の
少
女
の
姿
は
、
独
歩
の
理
想

と
す
る
「
品
性
」
を
備
え
た
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
夏
子
に
我
欲
を
知
ら
し
め
る
方
法
と
し
て
、〈
夢
〉
の
世
界
を
展
開
さ
せ
て
少
女
の
幻
想
世
界

を
描
い
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
美
し
い
海
浜
の
景
色
さ
え
も
視
界
に
入
ら
な
い
夏
子
の
「
金
剛
石
」
へ
の
欲
望
は
、「
た
ゞ
金
剛
石
の
指
輪

の
こ
と
の
み
胸
に
充
ち
、
海
の
果
な
る
雲
の
畳
々
た
る
を
見
て
も
、
心
は
彼
雲
を
分
け
入
り
て
金
剛
石
の
指
輪
の
み
を
求
め
ぬ
」
と
表
現

さ
れ
る
。
後
に
夏
子
が
さ
ま
よ
う
夢
の
世
界
は
、
浜
の
真
砂
の
美
し
さ
を
宝
石
に
た
と
え
て
、
あ
た
か
も
「
兼
ね
て
夢
見
た
仙
境
」
と
い

っ
た
、
少
女
の
メ
ル
ヘ
ン
的
な
欲
望
を
映
し
だ
す
幻
想
空
間
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
夢
の
世
界
の
一
方
で
、
夏
子
は
薄
暗
い
森
に
閉

じ
込
め
ら
れ
悪
い
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
指
輪
が
突
然
肩
も
め
り
込
む
ほ
ど
重
く
な
り
、
両
手
の
指
を
引
き
ち
ぎ
る
ほ
ど
に
痛
み

始
め
る
。
こ
こ
に
は
我
欲
に
よ
る
罰
と
い
う
教
訓
的
テ
ー
マ
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
、
お
と
ぎ
話
の
メ

ル
ヘ
ン
的
世
界
に
夢
想
す
る
少
女
の
願
望
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
点
に
、
独
歩
の
少
女
小
説
の
独
特
の
世
界
観
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
独
歩
の
少
女
を
対
象
と
し
た
作
品
を
見
て
き
た
が
、
全
体
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
作
品
数
は
多
い
も
の
で
は
な
く
、
作
品
の
完
成

度
と
し
て
も
必
ず
し
も
高
い
も
の
と
い
え
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
独
歩
が
ひ
と
つ
の
理
想
と
し
て
捉
え
て
い
た
「
品
性
の
美
」
に
裏
づ
け

ら
れ
た
人
間
性
が
具
現
化
さ
れ
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
独
歩
の
少
年
小
説
を
考
え
て
い
く
う
え
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
な
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る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

三　

絵
画
の
魔
力　

―
「
画
の
悲
み
」
を
中
心
に
―

　

独
歩
に
は
、
少
年
期
を
過
ご
し
た
山
口
で
の
体
験
を
回
想
し
た
作
品
群
が
あ
る
。
そ
の
作
品
の
多
く
は
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
三

年
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
画
の
悲
み
」「
少
年
の
悲
哀
」(

一
九
〇
二
・
八)

「
馬
上
の
友
」(

一
九
〇
三
・
五)

、「
山

の
力
」(

同
年
八
月)

な
ど
の
作
品
群
は
、
い
ず
れ
も
独
歩
の
幼
少
年
期
の
山
口
県
岩
国
や
柳
井
で
の
回
想
を
も
と
に
し
て
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
九
〇
二
年
は
、独
歩
三
二
歳
の
と
き
で
あ
る
。
私
生
活
の
上
で
は
一
月
に
長
男
虎
男
が
誕
生
し
、二
月
に
は
鎌
倉
に
居
を
移
し
て
、

妻
治
子
と
長
女
貞
子
と
と
も
に
比
較
的
安
定
し
た
家
庭
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
経
済
的
に
は
必
ず
し
も
恵
ま
れ
て
い
た
と
は

い
え
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
で
の
生
活
は
独
歩
が
旺
盛
な
執
筆
生
活
を
送
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
較
的
安
定
し
た
生
活
が
少
年
時
代

の
懐
か
し
き
過
去
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
叙
情
的
な
少
年
時
代
の
回
想
物
に
筆
を
と
ら
せ
た
一
因
で
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ

で
は
、
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
少
年
期
を
回
想
す
る
小
説
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

「
画
の
悲
み
」
は
、
画
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
「
自
分
（
岡
本
某
）」
が
、
画
に
関
し
て
は
ラ
イ
バ
ル
関
係
で
あ
っ
た
「
志
村
」
と
い
う

少
年
と
画
を
通
じ
て
友
情
を
結
ぶ
に
至
る
過
程
を
、
山
口
の
自
然
描
写
を
交
え
た
甘
美
な
郷
愁
物
語
と
し
て
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
物

語
後
半
で
、
東
京
に
遊
学
し
て
故
郷
を
旅
立
っ
た
「
自
分
」
が
、
二
十
歳
の
時
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
る
と
、「
志
村
」
は
一
七
歳
で
病

死
し
た
こ
と
を
知
り
、「
言
ひ
難
き
暗
愁
」
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
本
作
は
、
遺
稿
「
画
」（
一
八
九
三
・
四　

記
）
と
題
し
た
ノ
ー
ト
を
改



17

作
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
素
材
は
独
歩
自
身
の
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
。

　　

 　

予
は
唯
観
る
こ
と
を
好
む
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
自
ら
画
か
ざ
れ
ば
満
足
せ
ざ
り
き
。
長
じ
て
小
学
よ
り
、
中
学
に
進
む
も
、
所
謂
画

学
な
る
も
の
は
数
学
と
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
と
与
に
予
が
最
好
の
課
目
な
り
き
。
其
う
ち
画
学
に
至
り
て
、
殊
に
甚
し
き
も
の
あ
り
た
り
。

　

 　

曾
て
未
だ
小
学
校
に
あ
る
や
、
予
が
友
に
て
予
よ
り
一
級
高
き
村
田
と
呼
べ
る
少
年
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
を
写
し
た
る
事
あ
り
。
非
常
の

上
出
来
に
て
全
校
大
評
判
と
な
り
ぬ
。
校
長
は
わ
ざ
わ
ざ
額
縁
を
造
ら
せ
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
教
員
室
の
一
隅
、
大
時
計
と
並
べ
て
高

く
掲
げ
ら
れ
た
り
。
毎
日
其
前
に
人
山
築
か
れ
ぬ
。
予
も
亦
村
田
に
其
大
名
誉
を
祝
し
た
り
、
村
田
の
眉
の
動
き
方
、
異
様
な
り
き
。

唇
固
く
閉
ぢ
、
一
種
の
顫ふ

る

ひ
は
、
口
の
周
囲
よ
り
頬
の
肉
に
波
動
せ
り
。
予
は
彼
の
競
争
者
な
り
し
也
。
而
し
て
彼
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
は

全
く
彼
の
勝
利
と
な
り
ぬ
。（
遺
稿
「
画
」）

　

作
中
に
登
場
す
る
「
志
村
（「
画
」
で
は
村
田
）」
少
年
は
、
岩
国
の
錦
見
小
学
校
時
代
の
学
友
「
市
川
秀
助
」
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い

る
（
７
）

。
錦
見
小
学
校
時
代
を
よ
く
知
る
同
窓
の
永
田
新
之
丞
は
、
市
川
秀
助
に
つ
い
て
「
非
常
に
お
と
な
し
い
子
供
で
、
熱
心
な
勉
強
家
」

で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る

（
８
）

。
永
田
氏
に
よ
る
と
、
小
学
校
時
代
の
独
歩
は
い
つ
で
も
ク
ラ
ス
一
、二
を
争
う
秀
才
で
あ
っ
た
が
、
性
格
は

放
縦
で
、
い
た
ず
ら
好
き
な
餓
鬼
大
将
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
喧
嘩
早
い
気
質
で
も
あ
り
、
自
分
の
爪
を
武
器
に
し
て
相
手
の
顔
を

が
り
が
り
引
っ
掻
く
こ
と
か
ら
、「
が
り
亀
」（
独
歩
の
幼
名
は
亀
吉
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
チ
ョ
ー
ク
画
に
つ
い
て
は
、

独
歩
の
弟
収
二
は
、「
読
書
に
次
い
で
耽
っ
た
の
は
絵
画
で
、
チ
ョ
ー
ク
画
を
よ
く
書
い
て
い
た
。
帰
省
中
、
近
所
の
人
の
肖
像
画
を
書
い
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て
や
っ
た
り
し
て
大
分
得
意
で
あ
っ
た

（
９
）

。」
と
回
想
し
て
お
り
、
チ
ョ
ー
ク
画
も
独
歩
に
と
っ
て
身
近
な
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

遺
稿
「
画
」
は
、
独
歩
の
思
想
的
一
面
を
探
る
上
で
実
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。「
画
の
悲
み
」
が
叙
情
性
あ
ふ
れ
た
物
語
で
あ
る
の

に
対
し
て
、「
画
」
は
よ
り
現
実
的
で
哲
学
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
冒
頭
部
分
の
、「
画
は
予
が
命
な
り
と
。
命
と
は
此
宇
宙
に
繋
ぐ

金
線
を
云
ふ
な
り
。」
は
、「
画
」
の
思
想
的
一
面
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。「
画
」
で
は
、
先
に
示
し
た
「
村
田
」
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
続

い
て
、
実
弟
収
二
を
想
起
さ
せ
る
「
弟
」
と
山
野
を
跋
渉
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
観
や
事
物
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
場
面
が
語
ら
れ
て
い
く
。
そ

の
中
で
、「
画
の
悲
み
」
で
も
描
か
れ
た
「
馬
」
の
図
に
対
す
る
思
い
を
ひ
と
つ
の
「
魔
力
」
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

 

悲
馬
風
に
嘶

い
な
ゝ

く
図
、
長
髯
を
北
風
に
波
打
た
せ
て
昂
然
と
し
て
巌
上
に
立
つ
馬
を
見
る
時
に
は
、
わ
が
心
誇
り
て
躍
り
ぬ
。
花
落
ち
て

江
堤
、
草
煙
の
如
き
処
、
三
歳
の
神
駿
蹄
を
揚
げ
て
去
る
を
見
る
時
は
吾
が
血
湧
き
ぬ
。
曾
て
父
大
阪
に
上
り
、
土
産
と
て
一
本
の
扇

子
た
ま
は
る
、
開
き
見
れ
ば
野
馬
数
十
を
画
き
あ
り
、
或
者
は
馳
せ
、
或
は
嘶
き
、
或
は
二
足
立
に
跳
る
、
予
は
小
躍
り
し
て
喜
び
し

こ
と
あ
り
き
。

　

厳
上
に
佇
む
一
頭
の
馬
が
悲
し
げ
に
嘶
き
、
蹄
を
鳴
ら
し
て
何
処
と
も
な
く
立
ち
去
る
姿
に
心
躍
ら
せ
る
程
の
魔
力
を
感
じ
て
、
そ
の

詩
情
を
写
し
取
ろ
う
と
す
る
意
欲
が
こ
こ
に
は
読
み
取
れ
る
。「
画
の
悲
み
」
で
も
や
は
り
「
借
馬
屋
」
の
「
馬
」
を
画
題
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
独
歩
の
馬
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
彼
に
は
ま
た
、
貸
馬
屋
の
少
年
と
の
交
流
を
描
い
た
「
馬
上
の
友
」

と
い
う
作
品
も
あ
り
、
少
年
文
学
の
題
材
と
し
て
の
動
物
が
独
歩
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
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あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
遺
稿
「
画
」
の
中
心
的
な
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
画
」
に
対
す
る
自
分
自
身
の
心
境
や
思
想
の
変
化
で
あ
る
。
画
の

題
材
を
求
め
て
弟
と
野
山
を
駆
け
巡
り
、
自
然
の
景
物
の
魔
力
に
導
か
れ
る
よ
う
に
画
の
世
界
に
没
頭
し
た
少
年
時
代
の
美
し
い
思
い
出

と
、
二
〇
歳
を
過
ぎ
て
人
生
の
現
実
や
浮
世
の
荒
波
を
経
験
し
た
現
在
の
自
分
と
の
間
に
は
大
き
な
懸
隔
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す

る
。
そ
の
感
慨
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　

 

悲
し
き
変
化
は
年
月
と
共
に
来
た
り
ぬ
、
紅
顔
の
頰
の
肉
の
落
つ
る
と
共
に
、
動や

ゝ

も
す
れ
ば
冷
か
な
る
涙
の
、
蒼
頬
つ
た
ふ
と
共
に
哀

し
き
変
化
は
寒
霧
の
如
く
、
画
に
対
す
る
感
想
の
上
に
掩
ひ
始
め
ぬ
。
曩
に
は
予
画
を
好
み
た
り
さ
れ
ど
そ
は
自
然
な
り
き
。
馬
の
図
、

人
物
画
、
山
水
画
、
船
舶
の
画
、
破
宮
古
跡
の
画
、
薔
薇
花
の
画
、
夕
影
の
画
、
水
車
の
画
、
之
に
対
す
る
予
は
自
然
な
り
き
。
形
、
色
、

光
、
影
の
巧
み
な
る
配
合
の
前
に
は
わ
が
無
邪
気
な
る
心
無
邪
気
に
躍
り
し
の
み
、
予
は
た
ゞ
花
に
眠
る
胡
蝶
の
如
く
、
或
る
自
然
の

馨
ば
し
き
香
に
う
た
れ
て
酔
て
自
ら
知
ら
ず
、
夢
み
て
自
ら
知
ら
ざ
り
き
。

　

こ
こ
に
は
、
少
年
期
に
抱
い
た
画
に
没
頭
す
る
無
邪
気
で
率
直
な
心
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
馬
や
山
川
と
い
っ
た
自
然
の

魔
力
に
魅
せ
ら
れ
た
少
年
の
純
粋
な
心
の
あ
り
よ
う
を
語
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
純
粋
で
自
然
な
心
は
喪
失

さ
れ
た
過
去
の
記
念
で
も
あ
り
、
現
在
で
は
そ
う
し
た
心
で
画
（
対
象
）
を
見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
や
、「
自
然
の
夢
全
く
破
れ
ぬ
。
画
に
向
つ
て
輝
き
し
渠
の
眼
、
今
は
、
画
を
観
て
暗
涙
を
湛
ふ
る
に
至
れ
り
」
と
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い
う
心
境
へ
と
変
化
し
、
自
然
の
景
物
の
内
に
「
回
顧
、
記
念
、
想
像
、
黙
示
の
深
き
悲
き
遠
き
幽
な
る
音
を
聞
く
」
と
い
う
感
慨
を
抱

く
に
至
る
。
つ
ま
り
、「
画
」
で
は
、
画
に
対
す
る
過
去
（
少
年
）
と
現
在
（
大
人
）
と
の
心
境
の
対
比
を
描
き
な
が
ら
、
失
わ
れ
た
自
己

へ
の
哀
感
を
観
念
的
に
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

対
し
て
、「
画
の
悲
み
」
で
は
、
競
争
心
が
や
が
て
友
情
に
変
化
し
て
い
く
心
情
の
移
り
変
わ
り
を
叙
情
的
に
描
く
こ
と
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
然
豊
か
な
野
山
を
二
人
し
て
写
生
し
、
通
学
路
の
道
の
り
に
映
る
光
景
に
対
し
て
、「
自
分
の
心
を
夢
の
よ
う
に

鎖
ざ
し
て
居
る
謎
を
解
く
こ
と
が
出
来
る
か
と
、
そ
れ
の
み
に
心
を
奪
ら
れ
て
歩
い
た
」
と
い
う
部
分
に
は
、
画
の
世
界
を
通
し
て
未
知
の

世
界
の
扉
が
開
か
れ
る
こ
と
を
希
求
す
る
、
少
年
の
純
粋
な
精
神
性
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
歳
月
は
、
こ
の
少
年
期
の
思
い
出
を
甘
美
な

も
の
に
留
め
て
は
お
か
な
い
。
青
年
期
の
自
分
は
、「
人
生
の
問
題
に
な
や
ま
さ
れ
、
生
死
の
問
題
に
深
入
り
し
、
等
し
く
自
然
に
対
し
て

も
以
前
の
心
に
は
全
く
趣
を
変
へ
て
い
た
」
心
境
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
競
争
相
手
で
あ
り
、
郷
里
の
自
然
と
友
に
深
く
心
に
刻
ま

れ
て
い
た
旧
友
の
面
影
は
も
う
そ
こ
に
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
い
ま
や
、
人
生
の
現
実
や
苦
悩
を
知
っ
た
「
自
分
」
に
は
、
故
郷
の

風
景
も
全
く
別
の
様
相
を
以
て
映
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
画
」
で
語
ら
れ
た
画
に
対
す
る
自
己
の
現
実
感
を
描
き
出
す
と
い
う
手

法
で
は
な
く
、
少
年
時
代
の
友
情
関
係
を
通
し
て
、
生
と
死
と
い
う
人
間
世
界
の
現
実
的
側
面
へ
の
感
慨
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

 

自
分
は
久
し
ぶ
り
で
画
板
と
鉛
筆
を
提
げ
て
家
を
出
た
。
故
郷
の
風
景
は
旧
の
通
り
で
あ
る
。
然
し
自
分
は
最
早
以
前
の
少
年
で
は
な
い
。

自
分
は
た
ゞ
幾
歳
か
の
年
を
増
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
幸
か
不
幸
か
、
人
生
の
問
題
に
も
な
や
ま
さ
れ
、
生
死
の
問
題
に
深
入
り
し
、

等
し
く
自
然
に
対
し
て
も
以
前
の
心
に
は
全
く
趣
を
変
へ
て
居
た
の
で
あ
る
。
言
ひ
難
き
暗
愁
は
暫
時
も
自
分
を
休
め
な
い
。（
略
）
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闇
に
も
歓
び
あ
り
、
光
に
も
悲
あ
り
麦
藁
帽
の
庇
を
傾
け
て
、
彼
方
の
丘
、
此
方
の
林
を
望
め
ば
、
ま
じ
く
と
照
る
日
に
輝
い
て
眩
き

ば
か
り
の
景
色
。
自
分
は
思
は
ず
泣
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
画
に
没
頭
す
る
こ
と
で
未
知
な
る
世
界
の
謎
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
な
、
汚
れ
の
な
い
純
真
な
心
は
す
で
に
喪
失
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
桑
原
伸
一
は
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
の
苦
し
み
を
見
い
だ
し
、「
深
い
人
生
の
哀
愁
の
響
き
と
、
人
間
は

苦
悩
に
陥
れ
ば
陥
る
だ
け
、
純
粋
無
垢
な
少
年
の
日
へ
の
激
し
い
郷
愁
に
か
ら
れ
る
と
い
う
人
間
本
然
の
姿
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
る(  )10

。
換
言
す
れ
ば
、「
画
の
悲
み
」
に
は
、
少
年
時
代
の
甘
美
な
郷
愁
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
人
生
そ
の
も
の
が
抱
え
る
現
実
的
な

苦
悩
と
喪
失
の
物
語
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
生
の
哀
感
を
描
い
て
い
る
点
で
は
、「
少
年
の
悲
哀
」
も
同
様
で
あ
る
。

一
二
歳
の
少
年
が
感
じ
る
不
遇
の
青
楼
の
娼
婦
に
対
す
る
悲
哀
は
、「
少
年
の
歓
喜
が
詩
で
あ
る
な
ら
ば
、
子
供
の
悲
哀
も
亦
た
詩
で
あ
る
。」

と
い
う
、
少
年
の
眼
差
し
を
通
し
た
現
実
感
と
人
生
の
は
か
な
さ
に
通
じ
て
い
く
。
独
歩
は
、
二
〇
歳
前
後
の
時
に
、
郷
里
山
口
の
港
（
山

口
県
熊
毛
郡
曽
根
村
の
水
場
）
で
邂
逅
し
た
、
一
六
、七
の
娼
婦
と
お
ぼ
し
き
少
女
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
、
漂
泊
の
人
生
を
送
る
女
性
の

悲
哀
を
哀
切
に
紡
ぎ
出
し
て
み
せ
た
。

　

以
上
、「
画
の
悲
み
」
と
小
品
「
画
」
を
通
し
て
、
独
歩
の
少
年
期
に
没
頭
し
た
画
に
対
す
る
思
い
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
人
生
の
現
実

的
側
面
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
点
に
独
歩
の
少
年
小
説
の
ひ
と
つ
の
特
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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四　
　

探
究
心
と
冒
険
心
の
物
語　

―
「
山
の
力
」
を
中
心
に
―

　

最
後
に
、
少
年
の
探
究
心
と
冒
険
心
を
主
題
と
し
た
小
説
「
山
の
力
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
山
の
力
」（『
少
年
界
』　

一
九
〇
三
・
八
）
は
、
小
中
学
校
時
代
の
山
口
で
の
自
身
の
体
験
を
も
と
に
し
て
い
る
。
一
八
八
五
年
七
月
に
、
独
歩
の
父
専
八
が
転
勤
の

た
め
一
家
は
萩
に
移
住
し
た
が
、
独
歩
は
山
口
中
学
の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
た
め
一
人
中
学
校
の
寄
宿
舎
に
留
ま
り
、
上
京
ま
で
の
数

年
間
、
こ
の
地
で
多
感
な
成
長
期
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
独
歩
は
、
こ
の
寄
宿
舎
で
の
生
活
を
通
し
て
、
作
中
に
登
場
す
る
方
便
山
（
実

際
は
東
鳳
翩
山
と
推
測
さ
れ
る
）
に
登
っ
た
り
、「
馬
上
の
友
」（『
青
年
界
』
一
九
〇
三
・
五
）
で
描
か
れ
る
貸
馬
屋
の
馬
で
郊
外
を
散
策

し
た
り
す
る
な
ど
、
将
来
の
夢
や
野
心
に
燃
え
た
少
年
時
代
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。「
山
の
力
」
は
、
こ
う
し
た
山
口
寄
宿
舎
時
代
の

青
春
期
を
源
泉
と
し
て
、
少
年
の
飽
く
な
き
好
奇
心
や
あ
こ
が
れ
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

　

一
四
歳
の
「
私
」
は
、
級
友
「
大
友
直
次
郎
」
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
折
、
そ
の
兄
（
直
太
朗
）
が
示
し
た
磁
石
石
の
不
思
議
な
魔
力

に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
石
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
次
の
休
日
に
直
次
郎
と
と
と
も
に
東
方
便
山
に
登
る
こ
と
に
す
る
。
軍
歌
な
ど
を
歌
い
な

が
ら
意
気
揚
々
と
山
に
登
り
始
め
た
二
人
だ
っ
た
が
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
山
頂
へ
の
道
の
り
は
遠
い
。
見
知
ら
ぬ
山
道
の
険
し
さ
に
疲

労
し
た
二
人
に
突
然
の
風
雨
が
襲
う
。
進
退
窮
ま
っ
た
二
人
は
、
以
前
は
金
山
の
跡
で
あ
り
、
盗
賊
が
住
む
う
わ
さ
が
あ
る
洞
穴
に
逃
げ

込
ん
で
辛
う
じ
て
難
を
避
け
る
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
拾
っ
た
石
を
持
ち
帰
っ
て
実
験
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
本
物
の
磁
石
石
で
は
な
い
こ
と

が
判
明
し
て
失
望
す
る
。
数
週
間
後
、
再
び
方
便
山
へ
の
登
山
を
果
た
し
た
二
人
は
よ
う
や
く
求
め
る
石
を
手
に
し
、
早
速
、
磁
石
石
の

手
品
を
家
の
父
母
姉
妹
の
前
で
披
露
し
て
無
邪
気
に
喜
ぶ
の
で
あ
る
。「
山
の
力
」
は
、「
画
の
悲
み
」「
馬
上
の
友
」
な
ど
と
同
様
に
、
少
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年
時
代
の
友
情
関
係
が
中
心
的
主
題
と
な
っ
て
い
る
作
品
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
前
記
の
二
作
品
が
友
人
と
の
交
友
を
描
き
つ
つ
、
そ

の
中
に
人
生
の
哀
感
や
現
実
感
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
作
で
は
、
少
年
期
に
抱
く
知
的
好
奇
心
や
冒
険
心
を
明
る
い
筆
致
で
描

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。

　

と
り
わ
け
「
山
の
力
」
で
は
、
少
年
の
心
を
引
き
つ
け
る
磁
石
石
が
、
彼
ら
を
科
学
的
世
界
へ
誘
う
好
奇
心
の
源
泉
と
し
て
機
能
し
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
科
学
的
読
み
物
が
、
当
時
の
学
校
教
育
に
導
入
さ
れ
る
過
程
の

中
で
、
近
代
的
な
科
学
的
見
地
に
基
づ
く
自
然
観
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
明
治
維
新
以
後
、
新
政
府
は
欧
米
の

先
進
諸
国
を
お
手
本
と
し
て
積
極
的
に
政
治
や
社
会
の
仕
組
み
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
国
民
を
開
化
に
導
く
た
め
に
は
、
実
用

的
な
学
問
を
学
ぶ
こ
と
が
説
か
れ
、
近
代
的
な
教
育
制
度
を
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
福
沢
諭
吉
は
物
理
学

の
必
要
性
を
説
き
、
国
民
を
開
化
思
想
に
導
く
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
窮
理
（
物
理
）
学
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
福
沢
は
、

一
八
六
八
年
に
『
訓
蒙
窮
理
図
解
』
を
著
し
て
、
科
学
知
識
を
児
童
に
も
わ
か
り
や
す
く
通
俗
的
に
解
説
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
温
気
の
事
」

「
空
気
の
事
」「
水
の
事
」「
風
の
事
」
な
ど
全
一
〇
章
の
構
成
で
、
物
理
学
の
基
礎
的
知
識
を
子
供
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
五
〇
点
以

上
も
の
挿
絵
を
用
い
て
詳
し
く
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
章
「
温
気
の
事
」
で
は
、「
世
界
に
温
気
な
く
ば
万
物
忽
ち

縮
て
形
を
失
ひ
、
禽
獣
草
木
も
生
を
遂
げ
ず
、
い
か
で
こ
の
世
の
機

か
ら
く
り

を
保
つ
ベ
け
ん
や
。
抑
温
気
に
四
の
源
あ
り
。」
と
し
て
、
太
陽
の
温

気
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
解
説
を
施
し
て
い
く
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

こ
の
福
沢
諭
吉
の
高
弟
に
、
慶
應
義
塾
の
二
代
目
塾
頭
で
あ
っ
た
小
幡
篤
治
郎
が
い
る
。
小
幡
は
、『
天
変
地
異
』（
一
八
六
八
年
）
を

著
し
、「
鯰
が
地
震
を
起
こ
す
」「
雷
は
天
の
怒
り
」
と
い
っ
た
類
い
の
俗
信
を
解
き
、
雷
・
地
震
・
彗
星
・
流
れ
星
な
ど
の
自
然
現
象
に
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は
科
学
的
な
道
理
や
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
科
学
読
み
物
は
、『
窮
理
図
解
』『
天
変
地
異
』

が
口
火
と
な
り
、
一
八
七
二
年
の
「
学
制
」
制
定
以
後
、
そ
れ
ら
の
啓
蒙
書
が
教
科
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
窮
理
書

が
数
多
く
出
版
さ
れ
「
窮
理
熱
」
ブ
ー
ム
が
沸
き
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
科
学
読
み
物
の
出
版
は
、
一
八
八
六
年
の

「
小
学
校
令
」
に
よ
り
、
物
理
学
や
化
学
な
ど
の
教
科
を
統
一
し
た
「
理
科
」
が
誕
生
す
る
こ
と
で
ふ
た
た
び
活
況
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

バ
ッ
ク
レ
ー
著
・
山
県
悌
三
郎
訳
の
『
理
科
仙
郷
』（
一
八
八
六
年
）、
霞
城
山
人
の
『
理
科
春
秋
（
春
）』（
一
八
九
〇
年
）
は
、「
理
科
」

と
い
う
名
称
が
冠
さ
れ
た
科
学
読
み
物
の
代
表
的
作
品
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
〇
二
年
に
は
、
石
井
研
堂
の
『
少
年
工
芸
文
庫
』（
博
文
館
）
な
ど
の
科
学
読
み
物
シ
リ
ー
ズ
が
刊
行
さ
れ
、
物
語
仕
立
て

で
科
学
的
知
識
を
紹
介
す
る
読
み
物
が
人
気
を
博
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
娯
楽
と
し
て
の
科
学
的
読
み
物
が
登
場
し
て
く
る
の

で
あ
る
。「
山
の
力
」
に
描
か
れ
た
磁
石
石
へ
の
魅
力
は
、
こ
う
し
た
科
学
読
み
物
の
流
行
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
、
少
年
期
に
抱
く
未
知

な
世
界
や
対
象
へ
の
知
的
好
奇
心
や
、
採
取
し
た
石
の
磁
力
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
探
求
心
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
磁
石
石
を
求
め
て
未
知
の
山
に
勇
ん
で
進
ん
で
い
く
姿
や
、
突
然
の
風
雨
に
進
退
窮
ま
り
、
盗
賊
が
住
む
う
わ
さ
の
あ

る
金
山
跡
で
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
場
面
な
ど
か
ら
は
、
不
安
と
恐
怖
と
闘
い
な
が
ら
磁
石
石
を
追
い
求
め
る
少
年
冒
険
小
説
的
な
高
揚

感
を
読
み
手
に
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
に
多
く
の
少
年
読
者
を
獲
得
し
た
、
押
川
春
浪
の
「
海
洋
軍
艦
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
冒
険
・
探
検
小
説
と
も
関
連
し
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
未
知
な
る
も
の
や
未
来
へ
の
浪
漫
的
憧
憬
は
、
海

洋
や
山
岳
な
ど
、
秘
境
的
空
間
へ
の
冒
険
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
少
年
の
探
究
心
や
好
奇
心
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
こ
の
時
期
に
、
独
歩
と
春
浪
が
鎌
倉
で
交
友
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
、
作
品
に
対
す
る
作
家
的
背
景
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
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事
実
で
あ
る
。
押
川
春
浪
は
鎌
倉
時
代
の
独
歩
と
の
交
友
に
つ
い
て
、「
そ
の
頃
私
が
冒
険
も
の
を
書
い
て
居
た
の
で
、
よ
く
冒
険
も
の
ゝ

材
料
な
ぞ
話
し
て
聞
か
し
て
呉
れ
た
。
い
つ
も
不
思
議
の
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
も
の
で
、
薄
暗
い
ラ
ン
プ
の
下
で
老
翁
が
険
怪
な
こ
と
を
語

る
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
だ
つ
た(  )11。」
と
回
顧
し
て
い
る
。
両
者
の
作
品
の
中
で
、
ど
の
程
度
の
部
分
に
こ
う
し
た
や
り
と
り
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
年
小
説
に
深
い
関
心
を
持
ち
多
く
の
作
品
を
残
し
た
独
歩
に
と
っ
て
、
押
川
春
浪
と
の
文
学
談
義
が

そ
れ
な
り
に
刺
激
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
山
の
力
」
で
は
、
未
知
な
も
の
を
求
め
る
少
年
の
純
粋
な
探
究
心
や
冒
険
心
だ
け
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
少
年
の
心
を
虜
に
す
る
「
方
便
山
の
恐
ろ
し
い
磁
石
力
」
と
い
う
物
語
結
末
の
一
節
に
は
、
山
や
自
然
が
秘
め
た
不
思
議
な
力
が
自

然
の
磁
場
と
な
っ
て
、
少
年
期
の
冒
険
心
や
探
究
心
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
山
林
自
然
へ

の
あ
こ
が
れ
は
、「
な
つ
か
し
き
わ
が
故
郷
は
何
処
ぞ
や
／
彼
処
に
わ
れ
は
山
林
の
児
な
り
き
」（「
山
林
に
自
由
存
す
」）
や
、「
武
蔵
野
に

散
歩
す
る
人
は
、
道
に
迷
う
こ
と
を
苦
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
ど
の
路
で
も
足
の
向
く
方
へ
ゆ
け
ば
必
ず
そ
こ
に
見
る
べ
く
、
聞
く
べ
く
、

感
ず
べ
き
獲
物
が
あ
る
。」（「
武
蔵
野
」）
な
ど
、
独
歩
文
学
の
本
質
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
作
品
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
幼
少
年
期
の
追
想
を
も
と
に
し
た
作
品
を
見
て
き
た
が
、
独
歩
に
と
っ
て
少
年
期
の
自
己
を
回
想
す
る
視
点
は
、
作
家
と
し
て
の

自
己
を
形
成
し
た
原
点
を
確
認
す
る
創
作
的
営
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
期
の
創
作
姿
勢
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
群
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、「
非
凡
な
る
凡
人
」「
馬
上
の
友
」
な
ど
の
諸
作
つ
い
て
は
さ
ら
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
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注（
１
） 『
定
本　

国
木
田
独
歩
全
集
八
』（
学
習
研
究
社　

一
九
六
五
・
一
）
解
題
。

　

以
下
、
本
稿
で
の
作
品
本
文
の
引
用
は
本
全
集
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
。

（
２
）（
１
）
の
解
題
に
同
じ
。

（
３
）
坂
本
浩
『
国
木
田
独
歩
─
人
と
作
品
─
』（
有
精
堂
選
書　

一
九
八
九
・
六
）。

（
４
）（
３
）
の
著
作
に
同
じ
。

（
５
）
平
岡
敏
夫
『
短
編
作
家　

国
木
田
独
歩
』（
新
典
社
選
書　

一
九
八
三
・
六
）。

（
６
）
瀬
沼
茂
樹
「
解
題
」（『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』
二
）。

（
７
）（
６
）
に
同
じ
。

（
８
）
永
田
新
之
丞
「
小
学
校
時
代
の
独
歩
氏
」（『
新
潮
』
追
悼
号　

一
九
〇
八
・
七
）。

（
９
）
国
木
田
収
二
「
独
歩
の
半
生
」（『
新
潮
』
追
悼
号　

一
九
〇
八
・
七
）。

（
10
）
桑
原
伸
一
『
国
木
田
独
歩
─
山
口
時
代
の
研
究
─
』（
笠
間
叢
書　

一
九
七
二
・
一
）。

（
11
）
押
川
春
浪
「
鎌
倉
在
住
前
後
の
独
歩
氏
」（『
新
潮
』
追
悼
号　

一
九
〇
八
・
七
）。


